
太刀　銘　備中国万寿庄住左兵衛尉恒次　元徳二年十月日　附　黒漆塗鞘打刀拵　延宝八年本阿弥光常折紙

指定区分 県指定重要文化財（工芸品）

読みかた

たち　めい　びっちゅうこくますのしょうじゅうさ
ひょうえのじょうつねつぐ　げんとくにねんじゅう
がつひ　つけたり　くろうるしぬりさやうちがた
なごしらえ　えんぽうはちねんほんあみこうじょ
うおりがみ

所在地 岡山市北区丸の内　(一財)林原美術館

指定年月日 令和2年3月13日

解説

現在の倉敷市域で活動した青江派の刀工
である恒次が製作した太刀。縮緬(ちりめ
ん)肌を示す等、青江派の特徴を十分備え
る作品で、居住地、官職名、年紀が入り、
岡山県の刀剣史上、重要な作品である。
仙台藩主伊達家に伝来したことが明らか
で、１２代本阿弥光常による延宝８年の折
紙が付く等、資料的価値も高い。

アクセス方法

JR岡山駅から徒歩25分/路面電車[東山
行]県庁通下車徒歩7分/岡電バス[岡電高
屋行]県庁前下車徒歩3分/宇野バス[瀬戸
駅前行・四御神行]県庁前下車徒歩3分/
循環バスめぐりん[県庁医大線]県庁前下

公開状況
年5回程度の企画展及び特別展のテーマ
により、適宜公開を行う。県内外の美術
館・博物館等へ貸出を行う場合もある。

設備

備考 常設展示なし



していくぶん
（指定区分）

県指定重要文化財（工芸品）

ぶんかざいめい
（文化財名）

太刀　銘　備中国万寿庄住左兵衛尉恒次
元徳二年十月日　附　黒漆塗鞘打刀拵
延宝八年本阿弥光常折紙

よみかた

たち　めい　びっちゅうこくますのしょうじゅ
うさひょうえのじょうつねつぐ　げんとくにね
んじゅうがつひ　つけたり　くろうるしぬりさ
やうちがたなごしらえ　えんぽうはちねん
ほんあみこうじょうおりがみ

しょざいち
（所在地）

岡山市北区丸の内　(一財)林原美術館

とうろくしたひ
（登録した日）

令和2年3月13日

せつめい

倉敷市域で活動した、青江派の刀鍛冶
（かたなかじ）である、恒次（つねつぐ）が
作った太刀（たち）です。縮緬肌（ちりめん
はだ）を示すなど、青江派の特徴を持った
作品です。仙台藩主伊達家に伝わったこ
ともわかっている、資料的価値の高いもの
です。

きっずページ


